
佐々木教授は数年前から、iPadのノートアプリを教室のスクリーンに投
影するという形で電子黒板として利用してきた。その場でペンを使った手
書きもできるだけでなく、前に書いた内容を簡単に再利用できる点も便
利だという。さらに、2016年度からはゼミの学生全員にiPadを持たせ、
双方向的な利用のできるアプリを使って、参加者全員で同じ画面に書き
込みながら議論するという手法も導入している。

iPad＋ノートアプリ＋WiFiを
電子黒板に活用。
双方向に使えて記録も残る

肩のケガを契機に、
iPadに手書きする電子黒板を採用

　佐々木教授がこうした取り組みを始めたきっかけは、2008年の

末に大怪我をし、右腕が完全には上がらなくなったことだった。黒板

の上半面には書けないという不自由さを補うために、当初は、

PowerPointを使って作成したスライドを、教室でPCからスクリー

ンに投影して板書の代わりにしていた。「数式はキーボードで入力

するよりも手書きの方が楽なのですが、当時のPC環境では手書き

したものを取り込むことが困難でした。しかも、実際の授業ではその

場で黒板に手書きして補足したい場面もあるので、不便に感じて

いました」。

　その後いろいろな方法を試してみた結果たどり着いたのが、

iPadとGood Notes 4というノートアプリの組み合わせだった。こ

のアプリでは、iPad用のペンを使って画面に直接手書きできるほ

か、PDFや画像を読み込むこともできる。教室でiPadからアプリを

起動し、その画面をスクリーンに投影する点はPCを使うときと同じ

だが、異なるのはその場で手書きした内容もリアルタイムに反映で

きることだ。

　佐々木教授は、現在このアプリを二通りの方法で利用している。

まずは、事前に用意したPDFを見せて説明しながら、強調したい点

に線を引いたり、図や数式などを書き足したりする方法がひとつ。

もうひとつは、まったくの白紙画面に黒板を使うときのようにその

場で書いていく方法だ。「どちらの方法を使うかはケースバイケー

スです。あらかじめ用意したものを使う場合の難点は、授業を聴い

ている学生の思考速度よりも速く進んでしまいがちだということで

す。その点、その場で書いていく方が、学生も一つひとつ理解しな

がら授業に参加できるような気がします」。

　その点を考慮に入れ、あらかじめPDFのスライドを用意してある

場合には、授業前に学生がダウンロードできるようにしておき、印

刷したものに各自でメモを書き込ませているが、その場で1から書

く画面のデータは学生には公開しない。自らの手でノートを取るこ

とが、学習効果を上げると考えるからだ。

　怪我をきっかけに黒板の代用として使い始めた電子黒板だが、

実際に使ってみると、書いたものを記録しておける点を大きなメ

リットと感じている。「通常の黒板に書いた内容は一度消すと元に

は戻せません。しかし、この方法だと『さっきのあの図で言うと･･･』

というように簡単に以前に書いた画面に戻って、再びその図を見な

がら説明できます。これはとても便利だと思いました」。

　データとして残ることで、授業が終わった後に見直して間違いに

気づくこともできるし、翌年の授業のときに昨年はどんな話をした

のか確認して参考にすることもできる。

「昨今のテクノロジーの進化はすばらしく、特にiPad Proとそれに

対応したApple Pencilというペンを使うと、ほとんど紙と鉛筆に

近い感覚で書けるので、まったく違和感はありません」

ゼミの学生にもiPadを使わせ、
同じ画面に書き込みながら議論する

　こうした使い方をしているうちに、もっと双方向性を持たせた使

い方をしたいと感じるようになった佐々木教授。たとえば、ゼミの授

業でひとりの学生がスライドを投影しながら発表をするようなシー

ン。それに対して教員や他の学生が「この証明はこうした方がいい

のではないか？」などと意見を出す場合、いちいち黒板の前に出て

きて書きながら話す必要があった。また、黒板に書いた内容は消え

てしまうため、記録として残すには、それを書き写すか写真を撮る

必要がある点も不便に感じていた。

　そこで、何かいいアプリはないかと探した結果、現在利用してい

るのがMetaMoJi Shareというアプリだ。前述のGood Notes 4

は、佐々木教授が書いた画面の内容をスクリーン上で学生に見せ

るだけだったのに対し、MetaMoJi Shareでは、同じアプリをイン

ストールしてある端末同士で同じ画面を共有でき、誰かがある箇所

を指し示したり、図や文字を書き込んだりすると、他の共有者の画

面上にもリアルタイムで反映される。

　これを使用することで、ゼミの発表者だけでなく、教員も他の学

生も自分の席に座ったまま、各自の端末に書き込んだ内容を共有し

ながら発言できる。もちろん、Good Notes 4同様に、書いた内容

を保存しておいたり、後戻りして参照したりも可能だ。なお、タブ

レットを所有していない学生に対しては、研究室の予算から供与し、

一人一台利用できるようにした。

佐々木 宏夫
商学学術院 教授



　類似アプリがいくつかある中でMetaMoJi Shareを選んだの

は、利用料が年間3600円と比較的リーズナブルだったことと、同

一WiFi内に接続していなくても利用できるなどの理由による。「イ

ンターネットに接続できればよいので、大学院生に頼んで理工のゼ

ミの準備を進めてもらっている様子などを、私自身は早稲田キャン

パスにいながらにしてチェックすることもできます」。

　この方法を用いたのは2016年度になってからなのでまだ日が

浅いが、学生たちの反応も良く、楽しく利用できているという。「来

年度からはシラバスにも書く予定なので、意欲の高い学生が集まっ

てくる可能性はありますね」。

ハードに投資するのではなく、
今あるものを有効に使う方向へ

　そもそも、このiPadとWiFiを使うというアイディアは、渡米時の

飛行機での経験からヒントを得たものだったという。あるローカル

線に乗ったとき、機内用エンターテインメントをWiFiで配信し、タブ

レットやスマホなど乗客の端末から鑑賞できるようになっていたの

だ。一般に長距離線では画面サイズの大きな最新機材が導入され

ることが多いが、ローカル線では古い機材が使われていてそもそ

も各座席にディスプレイが設置されていない。これを補う方法とし

て導入されていたものだ。これなら、座席をすべてディスプレイ付

きのものに取り替えるよりもはるかにコストがかからない。

　「学内にもWiFiは飛んでいるのだから、これと同じことができな

いかと思いました。大学のICT化というと、専用教室を作るとか最

新の機材を設置するという方向に考えがちですが、技術はどんど

ん進歩するので、多額の投資をしてもすぐに陳腐化してしまいます。

早稲田大学でも、新棟ができるたびに多額の費用をかけて教室に

最新の教育機器が設置されてきましたが、数年で陳腐化してしまい

今では利用されていないものも少なくないと思います。今後はハー

ドウェアに投資するよりも、学内のWiFiを強化し、それと汎用のソフ

トウェアを組み合わせて使うことを考える方が合理的だと思います。

また、市販のソフトウエアで不十分な場合には大学で開発してもい

いと思います。幸いなことに、大学はそういう人材の宝庫なのです

から」。

　iPadなどのタブレットは、PCと比べてコンパクトな上、ほとんど

設定の必要もなく、ICTに苦手意識のある人にもハードルが低い。

「学生全員に使わせるにはコストなどの問題もありますが、将来的

にはWiFi＋タブレットという組み合わせがひとつの標準になってい

くのではという気がしています。大規模な設備投資をしなくても、椅

子と机さえあればどこの教室でも利用できるのですから。できるだ

け既存の資源を使って、お金をかけずに素人でもほどほどのことが

できるという点は、大きなポイントですね」

　大学は最先端のサイエンスを扱っていながら、教育手法につい

ては未だに明治以来の黒板に頼ってきたという現状がある。しかし、

今ようやく教育のあり方を変える新しいイノベーションが起きつつ

あると感じているという。さらに、教授自身が右腕が不自由になった

ときにICTのおかげで困難を克服できたという経験に照らすと、こ

れらの手法を取り入れていくことで、障がいを持っている学生や教

員も参加しやすい環境を実現できるのではという期待もしている。

例えば、電子黒板をうまく活用すれば、障がいを持った学生のノー

ト・テイキングの苦労を軽減させることができるかもしれない。「今

後、ハンディキャップのある人に大学がどう向き合っていくかという

のは重要な課題です。こういう新しい方法が、その解決のためのア

イディアを広げるのに役立つのではないでしょうか」。




